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独立行政法人海技教育機構
海技大学校

◆所在地
〒659-0026　兵庫県芦屋市西蔵町12-24

教　　務　　課　0797-38-6211
企画運営調整課　0797-38-6235
学　　生　　課　0797-38-6234
水先教育センター　0797-38-6263

◆アクセス
・ＪＲ「芦屋駅」南口より南へ徒歩約20分
・阪神「打出駅」より南西へ徒歩約15分
・阪神「芦屋駅」東改札口（南出口）より南東
　へ徒歩約20分 

ホームページ　https://www.jmets.ac.jp/kaidai/ 

Vol.5

海技大学校
独立行政法人海技教育機構

MARINE   TECHNICAL   COLLEGE

海技大学校 正門 

QRコードを
スキャンして
ご利用ください

上宮川町西



1-2 海上技術コース(航海専攻・機関専攻)

3-2 水先コース(一級進級・二級進級)
3-3 水先コース(一級複数・二級複数・三級複数)
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目　　　次

海技者のライフサイクルと教育・訓練

１　新人教育 2～4
1-1 海上技術コース(航海専修・機関専修)

4-1 操船シミュレータ

1-3 外航基幹職員養成コース(航海・機関)

２　資格教育 5
2-1 海技士コース(三級・四級・五級)
2-2 資格取得講習

３　水先教育 6～7
3-1 水先コース(一級・二級・三級)

４　実務教育・訓練：Navigation 8～10

5-1 機関実務
(1)補助ボイラ関係
(2)補機関係

5-2 機関室シミュレータ

4-2 安全実務
4-3 甲板作業管理
4-4 ECDIS
4-5 GMDSS

５　実務教育・訓練：Engineering 11～13

(3)電気及び制御関係
(4)アーク溶接・旋盤・ガス溶接

実務教育・訓練
資格教育

水先教育

海技大学校の開講課程・コース及び内容

新人教育

資格教育

海上技術コース(航海専修・機関専修)

海技士コース(四級航海・四級機関)
海技士コース(五級航海・五級機関)

海上技術コース(航海専攻・機関専攻)
海技士コース(三級航海・三級機関)

運航実務コース(操船シミュレータ　等)
運航実務コース(ECDIS　等)
水先コース(一級・二級・三級)
水先コース(一級進級・二級進級)
水先コース(一級複数・二級複数・三級複数)

資格教育
新人教育
国際協力

船舶保安管理者コース
外航基幹職員養成コース(航海・機関)
国際協力コース

海技専攻
課程

船舶運航
実務課程

特別課程

　海技大学校では「新人教育｣、｢資格教育｣、｢実務教育・訓練｣、そして「水先教育」まで多岐に
わたって教育・訓練を提供しています。
　今後も船舶の航行の安全かつ効率運航の確保、海技の維持・向上と伝承のため、海事社会の
ニーズを敏感にキャッチしつつ優秀な人材を安定的に育成できるよう、長期的な視野を持って海
技者のキャリアパスをサポートして参ります。
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